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付
す
る
。



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
虫
歯
予
防
用
の
フ
ッ
素
洗
口
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（一）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
厚
労
省
に
提
出
し
た
評
価
書
の
報
告
書
の
取
り
扱
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
で
定
め
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
類

の
規
格
に
お
い
て
は
、
フ
ッ
素
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
食
品
安
全
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
清
涼
飲
料
水
の

規
格
基
準
の
改
正
に
係
る
食
品
健
康
影
響
評
価
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
一
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
二
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下
で
あ
る

こ
と
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（二）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
厚
労
省
科
学
審
議
会
地
域
健
康
増
進
栄
養
部
会
に
お
い
て
、
本
年
十
二
月
末
に
検
討
を
終
了
す
る
」
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
て
い
る
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
健

康
局
長
の
私
的
検
討
会
で
あ
る
「
「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
策
定
検
討
会
」
に
お
い
て
学
識
経
験
者
を
交
え
て
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
フ
ッ
素
に
つ
い
て
は
、
当
該
検
討
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



一
の
（三）
か
ら
（六）
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
濃
度
を
間
違
え
た
例
な
ど
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
洗

口
現
場
で
の
状
況
（
管
理
体
制
、
現
場
の
報
告
、
実
態
調
査
等
）
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
「
フ
ッ
化

物
洗
口
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
十
五
年
一
月
十
四
日
付
け
医
政
発
第
〇
一
一
四
〇
〇
二
号
・
健
発
第
〇
一
一
四
〇
〇
六
号

厚
生
労
働
省
医
政
局
長
・
健
康
局
長
通
知
別
紙
）
で
は
、「
集
団
応
用
の
場
合
の
薬
剤
管
理
は
、
歯
科
医
師
の
指
導
の
も
と
、

歯
科
医
師
あ
る
い
は
薬
剤
師
が
、
薬
剤
の
処
方
、
調
剤
、
計
量
を
行
い
、
施
設
に
お
い
て
厳
重
に
管
理
す
る
」
、
「
フ
ッ
化

物
洗
口
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
本
人
あ
る
い
は
保
護
者
に
対
し
て
、
具
体
的
方
法
、
期
待
さ
れ
る
効
果
、
安
全
性
に
つ
い

て
十
分
に
説
明
し
た
後
、
同
意
を
得
て
行
う
」
等
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（七）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
フ
ッ
素
洗
口
事
業
」
、
「
行
政
主
導
事
業
」
及
び
「
こ
の
よ
う
な
考
え
方
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ

が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
校
長
は
校
務
を
つ
か
さ
ど
り
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
四
項
）
、
学
校
歯
科
医
は
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に

関
し
、
技
術
及
び
指
導
に
従
事
す
る
（
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
十
三
条
第
四
項
）
と

二



し
ょ
く

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
フ
ッ
化
物
に
よ
る
洗
口
に
つ
い
て
は
、
高
い
う
蝕
予
防
効
果
が
あ
り
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、学
校
に
お
け
る
集
団
で
の
フ
ッ
化
物
に
よ
る
洗
口
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
と
し
て
、

学
校
歯
科
医
の
管
理
と
指
導
の
下
、
教
職
員
、
保
護
者
等
が
そ
の
必
要
性
を
理
解
し
、
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の
同
意
を
得

る
こ
と
並
び
に
フ
ッ
化
物
洗
口
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
て
、
慎
重
か
つ
適
正
に
行
う
こ
と
を
文
部
科
学
省
か
ら
各
都
道

府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
て
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


